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基礎工学研究科教授会議事要旨 

 

  開催日時 ： 平成２３年１月 １３日（木） １４：３０～１５：３５ 

  開催場所 ： 図書館６階ホール 

出 席 者 ： 研究科長 他４８名 

欠 席 者 ： １４名 

海外渡航者： なし 

 

議事に先立ち、評議員から、研究科長が不在のため、基礎工学研究科教授会規程第２条第２項に基づ

き、議長の職務を代行する旨説明があった。 

１２月９日開催の教授会議事要旨は事前に送付し、期限までに意見等の申し出がなかったので、原案
どおり承認した。 

 

【報告事項】 

 １．各種委員会について  

  開催日    委員会名                             

１１月１２日、１２月１０日 大学教育実践センター会議  

１２月 ３日        サイバーメディアセンター運営委員会    

  １２月１３日        基礎工学研究科における人を対象とした 

研究に関する倫理委員会          

１２月１４日        ﾅﾉｻｲｴﾝｽﾃﾞｻﾞｲﾝ教育研究センター運営委員会  

１２月１５日        部局長会議・部局長懇談会         

１２月１５日        創立８０周年記念事業委員会        

１２月１５日        グローバル３０推進協議会        

１２月１５日        教育研究評議会              

１２月２２日        運営会議                 

  １２月２４日        国際教育交流センター教授会        

１２月２４日        多様な人材活用推進本部会議                        

     
   上記委員会等について、報告資料１に基づき、委員から報告があった。 

 

各種委員会報告終了後、研究科長出席により議長を交代した。 

 

２．兼業の承認について  

報告資料２に基づき、「兼業問題委員会」において１件の兼業が承認された旨報告があった。 

 

３．奨学寄附金、共同研究、受託研究及び寄附物品の受入れについて  

報告資料３に基づき、「産学官連携問題委員会」において奨学寄附金６件、共同研究６件、受託研

究９件及び寄附物品１件の受入れが承認された旨報告があった。 

 

４．その他 

 （1）産学連携室長から、３月上旬に特許相談会を開催する予定である旨案内があった。 
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（2）研究科長から、８大学工学系研究科によって設置されている「コアリッションセンター機能体」 

 の活動の一環である「人間力」・「専門力」アンケートについて、今年度本学部を卒業予定の学 

生に周知するよう依頼があった。 

 

 

【協議事項】 

 １．基礎工学研究科国際棟管理運営規程の一部改正等について 

   基礎工学研究科国際棟管理運営規程の一部改正、基礎工学研究科国際棟使用規則の一部改正、基礎

工学部・基礎工学研究科国際棟使用心得の廃止及び基礎工学国際棟利用要領の制定について、協議資

料１に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 
２． 教員人事について 

[報告事項] 

   物質創成専攻未来物質領域助教の平成２３年３月３１日限り辞職について、報告があった。 

 

[協議事項] 

(1) 採用について 

    次の教員人事について、審議の結果、承認された。 

    ・システム創成専攻電子光科学領域准教授の平成２３年４月１日付け採用 

    ・物質創成専攻物性物理工学領域助教の平成２３年４月１日付け採用 
 

  (2) 特任教員（常勤）の採用について 

  １名の特任教員（常勤）の採用について、審議の結果、承認された。 
 

 ３．学内委員会委員の選出について 

   適塾管理運営委員会委員の選出について、協議資料３に基づき説明があり、審議の結果、承認され

た。 

 

４． 外国人招へい研究員の受入れについて 

２名の外国人招へい研究員の受入れ並びに１名の招へい教授の称号の付与について、協議資料４に 

  基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

 ５．本日開催の研究科委員会の議決事項について 

   １）研究指導の委託について 

   ２）研究生（国費外国人留学生）の受入れについて 

   ３）学生の異動について 
 

以上３件について、一括審議した結果、承認された。 

 

次回以降の基礎工学部教授会は、平成２３年２月１０日（木）、３月７日（月）に開催することが

確認された。 

                                           以 上 


